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◆　事業について

◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

①　東金市を訪れる観光客（交流人口）の増加（単位:千人）

②　東金市を訪れた観光客の消費総額（単位:百万円）

③　みのりの郷東金（直売所）における売上高（単位:百万円）

◆　検証結果

①

②

③ ○

④

⑤

①

②

③

④

⑤

効果の有無はまだわからない

地方創生に非常に効果的であった 例：全てのKPIが目標値を達成するなど、大いに成果が得られたとみなせる場合

地方創生に相当程度効果があった 例：一部のKPIが目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合

外部評価　（※別紙回答書に御記入ください）

地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった

　３つの指標全てにおいて、新型コロナウイルスの感染拡大防止に係る緊急事態宣言等に
よる影響を大きく受けたことが認められ、いずれの指標の実績も目標を下回るとともに、前年
の実績を大きく下回る実績となった指標もあった。しかしながら、基準時の数値との比較にお
いては、全ての指標について実績が基準時の数値を上回る結果となったことから、事業開始
前よりも取組が前進したものとみなすことができると評価した。

地方創生に対して効果がなかった

事業概要

　市の基幹産業であり、魅力ある緑豊かな自然環境を担う農業（１次産業）を優先支援することで、それにつな
がる２次・３次産業にも裾野を広げ、地域全体に効果を波及させるため、道の駅みのりの郷東金に６次産業化
の推進と交流の促進を図るための加工施設を整備するとともに、地域観光のプラットフォームとして総合案内
窓口を設置し、地域資源を活用した特産品の創出やワンストップによる地域内への回遊の仕組みづくりを行な
うことで、地域の魅力を発信して、交流人口の拡大や農業をはじめとする地域産業の活性化を推進する。

地方創生に非常に効果的であった

地方創生に効果があった 例：KPI達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合
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H30（2018）

地方創生に対して効果がなかった 例：KPIの実績値が開始前よりも悪化した、もしくは取組としても前進・改善したとは言い難いような場合

効果の有無はまだわからない 例：整備対象施設の供用開始前等の理由により、効果発現時期がまだ到来していないような場合
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実績 9,146 9,071 9,015 6,558

基準時 H29（2017）
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内部評価

1,325 1,330 999

1,220 1,310 1,420 1,530 1,650

基準時

地方創生拠点整備交付金事業（令和２年度分）　効果検証シート

事業名 ６次産業化拠点施設整備事業

平成２９年３月 令和３年３月 89,382,843 44,691,420

事業始期 事業終期 交付対象事業費 交付金充当額
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（補足説明資料）

※整備内容を記録的に撮影したものとなります。

全 景 （右手前） 厨 房 加 工 室

米粉粉砕機 観光案内所 ① 観光案内所 ②


